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平
安
後
期
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
二
体

十
一
面
観
音
立
像
の
融
通
念
佛
宗

　
今
秋
、
三
宅
中
五
丁
目
に
建
つ
西さ

い
ほ
う方
寺じ

に
祀
ら
れ
る
三
体
の
平
安
時
代
の
古
仏
が

市
の
指
定
有
形
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

西
方
寺
は
融ゆ

う
づ
う
ね
ん
ぶ
つ

通
念
佛
宗し
ゅ
うで
、
安あ
ん
よ
う養
山ざ
ん

と
号

し
ま
す
。西
方
寺
の
本
山
で
あ
る
平
野（
大

阪
市
平
野
区
）
の
大だ

い
ね
ん
ぶ
つ

念
佛
寺じ

が
所
蔵
す
る

『
大
念
佛
寺
四
十
五
代
記
録
并

な
ら
び
に

末
寺
帳
』

（
延え

ん
ぽ
う宝
五
年
、
一
六
七
七
）に
よ
る
と
、
も

と
も
と
は
浄

じ
ょ
う

土ど

宗し
ゅ
うで
し
た
。
そ
れ
が
、
鎌

倉
時
代
末
期
の
元げ

ん

亨こ
う

年
間（
一
三
二
一
〜

二
四
）、
大
念
佛
寺
七
世
の
法ほ

う

明み
ょ
うが
宗
勢

拡
大
の
中
で
、
念
佛
勧か

ん

進じ
ん

道
場
を
開
い
て

興
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
西
方
寺
の
三
体
の
仏
像
を
紹
介
し
ま
す
。

㈠
本
尊
の
阿あ

み

だ
弥
陀
如に
ょ
ら
い来
立り
ゅ
う
像ぞ
う
、
㈡
旧
豊ほ
う
こ
う興

寺じ

本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
、
㈢
旧
梅ば
い

松し
ょ
う

院い
ん

本ほ
ん

地じ

仏ぶ
つ

の
十
一
面
観
音
立
像
で
す
。

　
㈠
　
本
尊
阿
弥
陀
如
来
立
像
は
、
十
二
世

紀
後
半
の
平
安
時
代
後
期
に
つ
く
ら
れ
ま

し
た
。
ヒ
ノ
キ
材
で
、
一
本
の
木
で
彫
ら

れ
た
一い

ち
ぼ
く木

造づ
く
りで

す
。
像
高
は
八
九
、四
cm
。

面
長
の
お
顔
立
ち
で
、
小
さ
く
目
や
鼻
を

表
し
て
い
ま
す
。
体
部
は
漆

う
る
し

箔は
く

を
施
し
、

撫な

で
肩
で
、
衲の

う

衣え

（
僧
侶
が
身
に
着
け
る

全
身
を
覆
う
一
枚
の
布
。
袈け

裟さ

の
こ
と
）

を
ま
と
っ
て
い
ま
す
。
右
手
は
ひ
じ
を
曲

げ
て
手
の
ひ
ら
を
胸
の
前
に
か
か
げ
、
第

一
、
第
二
指
を
捻ね

ん

じ
、
他
の
指
を
軽
く
曲

げ
て
い
ま
す
。
一
方
、
左
手
は
下
に
垂
れ

て
手
の
ひ
ら
を
前
に
向
け
、
第
一
、
第
二

指
を
捻
じ
、
他
の
指
を
伸
ば
す
来ら
い
ご
う
い
ん

迎
印
を

結
ん
で
い
ま
す
。
両
足
は
や
や
開
い
て
、

蓮れ
ん

華げ

座ざ

の
台だ
い

座ざ

上
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
本
像
は
、
融
通
念
佛
宗
に
な
る
前
の
西

方
寺
前
身
寺
院
の
本
尊
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
聖

し
ょ
う

徳と
く
た
い太
子し

作
と
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
人
々
に
広
く
崇
拝
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
平
安
時
代
後
期
は
、
浄

じ
ょ
う

土ど

思
想（
現げ
ん

世せ

で
阿
弥
陀
仏
を
心
に
念
ず
れ
ば
、
来ら
い

世せ

は

極ご
く
ら
く楽
浄
土
に
往お
う

生じ
ょ
うで
き
る
と
い
う
考
え
）の

影
響
か
ら
阿
弥
陀
如
来
像
が
各
地
で
製
作

さ
れ
ま
す
。
本
市
で
も
、
後
述
す
る
豊
興

寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
と
共
に
浄
土
思
想
の

広
が
り
を
示
す
貴
重
な
作
例
で
す
。

　
㈡
　
客
仏
の
旧
豊
興
寺
阿
弥
陀
如
来
立

像
も
十
二
世
紀
後
半
か
ら
末
に
か
け
て
の

平
安
時
代
後
期
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
や

は
り
ヒ
ノ
キ
材
の
一
木
造
で
す
。

　
像
高
は
六
九
、五
cm
。
丸
顔
に
小
さ
く
目

や
鼻
を
表
し
ま
す
。
体
部
は
漆
箔
で
、
肩

幅
は
や
や
大
き
く
、
衲
衣
を
ま
と
っ
て
い

ま
す
。
両
手
は
、
本
尊
像
と
同
じ
く
来
迎

印
を
結
ん
で
い
ま
す
。
両
足
も
、
や
や
開

い
て
蓮
華
座
の
台
座
上
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
本
像
は
、
も
と
も
と
同
じ
融
通
念
佛
宗

で
、
近
く
の
三
宅
中
四
丁
目
に
所
在
し
た
豊

興
寺
の
本
尊
で
し
た
。
豊
興
寺
は
、『
大
阪

府
全
志
』（
大
正
十
一
年
）
に
よ
る
と
元
亨

年
間
、
法
明
が
開
い
た
念
佛
勧
進
道
場
が

前
身
と
さ
れ
ま
す
。
や
は
り
前
身
寺
院
の

本
尊
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
仏ぶ

つ
と
く
ざ
ん

徳
山
と
号
し

ま
す
が
、
延
宝
五
年
時
に
は
豊
興
寺
の
寺

号
も
有
し
て
い
ま
し
た
。

　
豊
興
寺
は
、
明
治
時
代
初
期
に
は
無

住
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
西
方
寺
住
職

が
兼
帯
し
た
こ
と
か
ら
、
明
治
三
十
年

（
一
八
九
七
）、
同
寺
の
廃
寺
と
と
も
に
、

本
尊
が
西
方
寺
に
移
さ
れ
た
の
で
し
た
。

現
在
、
旧
寺
地
に
は
地
蔵
堂
が
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
㈢
　
観
音
堂
本
尊
（
旧
梅
松
院
本
地

仏
）
十
一
面
観
音
立
像
は
、
同
じ
く
十
二

世
紀
後
半
の
平
安
時
代
後
期
の
作
で
す
。

針し
ん
よ
う葉
樹じ
ゅ

系
材
で
、
一
木
造
で
す
。
像
高

九
三
、二
cm
。
体
部
は
漆
箔
に
仕
上
げ
て

お
り
、
ふ
っ
く
ら
と
し
た
丸
頭
で
す
。
頭ず

上じ
ょ
うに
頂
上
化け

仏ぶ
つ

と
頭
上
面
を
つ
け
、
右
手

を
下
ろ
し
て
手
の
ひ
ら
を
前
に
向
け
、
左

手
は
ひ
じ
を
曲
げ
て
水す

い

瓶び
ょ
うを
と
り
、
岩い
わ

座ざ

・
反
か
え
り

花ば
な

・
蓮
華
座
な
ど
か
ら
な
る
台
座

上
に
足
先
を
そ
ろ
え
て
立
っ
て
い
ま
す
。

　
本
像
は
、
屯み

や

倉け

神
社
境
内
に
所
在
し
た

神じ
ん
ぐ
う宮
寺じ

で
あ
る
梅
松
院
の
本
地
仏
で
し

た
。
江
戸
時
代
に
は
、
河
内
で
の
西
国

三
十
三
か
所
の
札ふ

だ
し
ょ所

と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
梅
松
院
は
菅か

ん
お
う
ざ
ん

應
山
と
号
す
る

真
言
宗
で
し
た
。
明
治
四
年（
一
八
七
一
）

に
廃
寺
と
な
り
、
西
方
寺
に
仏
像
が
移
さ

れ
、
観
音
堂
の
本
尊
と
な
っ
た
の
で
す
。

三
宅
に
お
け
る
神し

ん
ぶ
つ仏

習し
ゅ
う

合ご
う（

神
道
と
仏
教

が
融
合
混
和
し
た
も
の
）
を
表
す
と
と
も

に
、
観
音
信
仰
を
代
表
す
る
貴
重
な
古
仏

と
い
え
ま
す
。

　
な
お
、こ
れ
ら
仏
像
の
参
拝
に
つ
い
て
は
、

西
方
寺（
安
岡
剛
史
住
職
）
か
教
育
委
員
会

文
化
財
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市指定文化財となった三宅・西方寺仏
西田 孝司（松原市文化財保護審議会）

▲西方寺山門（右）と観音堂（左）
（三宅中5丁目） 
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▲西方寺（旧梅松院本地仏）
十一面観音立像

▲西方寺（旧豊興寺本尊）
阿弥陀如来立像

▲西方寺本尊阿弥陀如来立像


